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宝生苑から英虞湾を望

「暑中お見舞い申し上げます」2001年盛夏

 《 全国大会ご協力のお礼 》ホスト全国大会を開催するにあたって、2年間に及

ぶ大会の為の協贊金、準備委員会への参加、並びに大会への結集並びに2日間の 観

光ホストを皆さんの団結によって、成功浬に収める事が出来ましたことは、偏に会

員の皆様のご理解とご協力の賜もの心から深く感謝致します。お陰さまで全国各地

から予想を上回る反響で、お誉めの言葉を頂いております。

  本年は 21 世紀の初頭でもあり、それにふさわしい企画を合言葉に、皆さんと共に

準備を進めて参りましたので、その事が効を成したものと確信しております。

　当組合は、90 社程度の単組ながら80 ％の皆さんが参加を果たし、47 都道府県の

中にあって、右に出る組織 は他に有りません。過去に例のない組合史に残る成果で

あり、誇りであります。また、青年部も親会をしのぐ活躍 をしてくれました事は、

今後の青年部の活動に大きな自信になるものと思います。なお、本来個々にお会い

してお礼を申し上げますところ紙面でお許し下さい。(注)  尚、事務局は 8/11～15 

までお盆休みに入りますので、緊急の場合は電話でご連絡下さい。転 送にしておき

ますので宜しくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　 理事長　森　本　　晃

THE SANKOBI

日広連「橋本内閣」の聖域なき構造改革・進む
日広連だより

      世間は、小泉首相が推進している

「 聖域なき構造改革 」 で、マスコミ

を始め、階層 ・年代を 超えて、関心

が高まっており、5 5 年体制と云われ

た昨年までの 政治に対する国 民の意

識の違いにおどろくばかりである。

多少下がり気味とは云え、いぜん 80

％ を超える 支持率を維持して行く限

り、小泉 パ ワーは、構造改革や、官

僚 機構改革を 断行してくれると国民

の一人として期待したい。そこで、我が日広連も、21世紀にふさわしい組織改革を合

言葉に、発足して既に6 ケ 月が過ぎ、橋本会長自ら連日組織の充実と改革を目指して

陣頭指揮を取っておられるが、その成果が随所に出ている。

   特筆すべきは、屋外広告士に関する「建設業法に基づく制度の位置ずけ」は云うに

及ばず、厚生事業の代理業務の在り方についても、従来は第三者に代理業務を委託し

ていたが、既に別法人を設立して、今後は日広連の直系の組織として運営することに

なり運営面でのメリットが必然的に高まった。それによって組織に及ぼす影響は計り

知れないものがある。

　更に委員会の体制が、がらっと一変し、事務方主導の委員会の活動は、正副委員長

が自主的に会を運営する事が前提となった事は以前と違う最大の変革である。

　これによって、委員会の独自性が表に出て活発になってきたことだ、日広連の中央

委員は云う迄もなく単組、地区連の代表である。代表の意見は個々地域の要望であり

提案である、その事が議論され組織に繁栄されることこそが、時代のニーズに合った

将来へのビジョンになるものと思う。乞うご期待と云うところである

行政に対して「屋外広告士」の活用についてのお願い

謹啓　向暑の砌り益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

　日頃は私共の活動に対し格別のご協力を賜わり厚く御礼申し上げます。

　さて、既にご承知のとおり上部・日広連が実施する屋外広告士制度は、国土交通省

のご理解ご尽力によりまして、本年4月1日より建設業法に基づく新たな制度として位

置づけられましたが、昨年秋の総務庁勧告をも踏まえ制度を別紙のとおり大幅に改正

のうえ、第10回試験を11月18日に実施することとなりました。

　つきましては、屋外広告業者の資格向上に尽くす本制度にご理解、ご支援をお願い

申し上げますとともに、貴自治体におかれましても屋外広告士を屋外広告物条例上、

①一定規模以上の広告物の管理者、②広告物更新申請の際の点検報告者、③工作物確

認申請の際の申請者、としてご活用いただきますようお願い申し上げます。　　敬具

   以上のような、各地方自治体に対して屋外広告士制度についてのPR文書を橋本会長

名で各単組に配布した。

日広連ホームページ・バージヨンアップ

  本年度第1回の情報文化委員会が、6/26㈫広告会館3階会議室に於いて開催され、昨

年に引続き、業界独自の情報データベース制作の必要性について、議論が交され、時

代のニーズに合ったネットワークを構築をすることで了承された。しかし、本格的な

情報データベースの制作は少なくとも ２～3 年の長期に渡る事業になるため、取り敢

えず現在のホームページのバージョンアップを計り、今秋中の立ち上げを目指して、

本格的に始動した。● 携帯電話またはパソコンからも利用できるグループウェを使っ

て個人向けサービスで 球心力をつける、いわばインターネットで使える手帳サービス

である。

　■ 住所録データ管理・利用　■スケジュール表管理　■掲示板、電子会議　■ファ

イル転送サービス　● 顧客と事業者つなぐ、一般からのオーダー見積りサービス等の

内容にするようソフト制作業者に、既に発注依頼している。

第43回全国大会で挨拶する橋本会長


